
2023 志賀中学校シラバス 

 

第 １ 学年 技術・家庭 家庭分野  

 

学習教材および学習の進め方 

使 

用

教

材 

 

技術・家庭 家庭分野（開隆堂） 

新家庭総合資料集（正進社） 

技術・家庭総合ノート 家庭分野（明治図書） 

 

 

 

持

ち

物 

使用教材とファイル 

筆記用具 

裁縫用具（被服実習時） 

エプロン・三角巾・マスク 

ふきん・手ふきタオル 

（調理実習時） 

学

習

の

進

め

方 

＜確かな学力を身につけるには＞ 

・話をしっかりと聞き、課題に真剣に取り組むなど授業を大切にする。 

・授業の準備物など忘れ物をしない。 

 

＜家庭学習では＞ 

・授業で学習したことを、家庭で実践し技能を身につける。（食事作り・掃除・衣服

の手入れや洗濯など） 

 

＜定期テストでは＞ 

・授業で学習したことを、教科書・資料集・ノートなどを使って復習する。 

 

＜学び合いについて＞ 

・ペア学習、４人組学習などを通して他の人の考えを聞き、自分になかった発想を知

ることで学習を深める。 

学

習

上

の

注

意 

・チャイムが鳴る前に授業の準備をし、着席する。 

・私語をせず、話をしっかりと聞く。 

・みんなで協力し、学習する。 

・ノートをしっかりととり、大事な所はマークしておく。 

・実習中は、集中して取り組み、安全面に気をつける。 

 

 



2023 志賀中学校シラバス 

 

学習内容および評価規準 

 月 単元計画  

 

評価の観点 評価の方法（見取り） 

一

学

期 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

 

・家庭分野のガイダンス 

A：家族・家庭生活 

・今の自分とこれまで 

/わたしの生活と家族・家庭 

・家庭を支える社会 

/中学生にとっての家族 

・家庭生活と地域での活動 

/多様な人びとが暮らす地域 

・地域に暮らす高齢者/高齢者とのかかわり 

・持続可能な家庭生活をめざして 

B―２：衣生活 

・衣服で伝わるメッセージ 

/自分らしくコーディネート 

・つなげよう和服の文化 

・上手な衣服の選択 

・まかせて衣服の手入れ 

/布の繊維に応じた手入れ  

 

 

 

 

 

 

知

識

・

技

能 

〇自分の成長と家族や家庭生活

との関わり、家族・家庭の基本的

な機能、高齢者や地域の人々との

関わり方、衣服の着用・選択・手

入れ、被服製作についての知識、

住まいの基本的な機能、住まいの

安全などについて理解を深め、生

活の自立に必要な技能を身につ

けている。 

・作品 

・テスト 

・ノート 

・ワークシート 

思

考

・

判

断

・

表

現 

〇これからの生活を展望し、家

族・家庭や地域における生活、衣

食住生活の中から問題を見いだ

して課題を設定し、様々な解決方

法を考え、実践を評価・改善し、

考えたことを表現するなどして

課題を解決する力を身に付けて

いる。 

・作品 

・テスト 

・ノート 

・ワークシート 

二

学

期 

９ 

 

 

 

10 

 

 

11 

 

12 

・めざそう洗濯名人/補修や収納・保管 

・布による作品で生活を演出 

・製作の基礎・基本 

（計画と準備、ミシンの使い方） 

・布を用いた物の製作 

・持続可能な衣生活をめざして 

B―３：住生活 

・住まいのはたらき/住まいの空間 

・家庭内事故への備え 

・災害への備え 

・持続可能な住生活をめざして 

 

 

中

間 

 

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度 

〇家族の一員として、家族・家庭

や地域において、衣食住の生活を

よりよくしようと、課題の解決に

主体的に取り組んだり、振り返っ

て改善したりして、生活を工夫・

創造し、実践しようとしている。 

・授業への取り

組み 

・課題への取り

組み 

・ワークシート 

 

三

学

期 

1 

2 

3 

 

B―１：食生活 

・調理の計画・簡単な調理 

（牛丼・すまし汁・ごまあえ） 

学

年

末 

 


